
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別 種目 選手名 記録 順位 

６年
男子 

８０ｍ 
ハードル 

宮川 夏 １４秒９３ 10 位 

６年
男子 

４×１００ｍ 
リレー 

鈴木 蒼大 
小野寺 琉三郎 

宮川 夏 
川村 楷 

５４秒６０ ４位 

６年
女子 

８００ｍ 佐藤 羽紗 ２分38秒75 ４位 

６年
女子 

ジャベリック 
ボール投げ 

佐藤 璃音 ３６ｍ９０ ５位 

６年 
女子 

８０ｍ 
ハードル 

村上 真悠 １３秒３４ ２位 

６年
女子 

８０ｍ 
ハードル 

福島 愛理 １４秒２８ ３位 

６年
女子 

４×１００ｍ 
リレー 

肥田 彩 
宮野 凛 

福島 愛理 
佐藤 羽紗 

５９秒５３ 10 位 

５年
女子 

走幅跳 佐藤 みなみ ３ｍ３５ ６位 

５年
女子 

８０ｍ 
ハードル 

菊地 佳子 １６秒０１ ６位 

５年 
女子 

８０ｍ 
ハードル 

宮川 琴 １６秒１２ ７位 

５年 
女子 

４×１００ｍ 
リレー 

沼里 らん 
佐藤 果音 
岩舘 紬 

塚田 望未 

１分01秒73 ８位 

 

～もりもり勉強 とっても元気 みんな仲良し やろうよ宝積～ 

本 宮 日 記 
校訓 「宝積

ほうじゃく

」 ～人に尽くして見返りを求めない～ 

６月２５日（木）に県営運動公園陸上競技場に１３００人を超える選手、４０校のチームが集い、第７２回
盛岡市小学校陸上記録会が開催されました。曇り空でしたが気温もあまり高くなく、絶好の陸上記録会日
和となりました。本宮小学校からは、学校を代表して 5・6 年選手団と応援団が参加してきました。朝７時  
３０分に震度５強の地震が発生するというハプニングがありましたが、予定どおり記録会に臨むことができ
ました。 

選手たちの頑張りは、下の表の結果にあるとおり、素晴らしいものでした。惜しくも入賞を逃したものの、
自己ベスト記録を更新した選手がたくさんいました。今までの練習の成果が発揮されたと思います。 

もう一つ嬉しかったことがあります。会場に観に来ていたたくさんの校長先生から「本宮小学校の応援
が素晴らしい」とお褒めの言葉をもらったことです。遠くから観て「すばらしい」と感じた理由は、人数の多さ
や声の大きさだけではなかったはずです。応援に向かう気持ちや、行動の素早さ、他校の選手にも拍手を
送る姿など、本宮小の子供たちの素晴らしさが伝わったのだと感じ、嬉しくなりました。とても素晴らしい大
会になりました。 

～第 72 回盛岡市小学校陸上記録会～ 

※入賞記録を掲載※ 



 

 

 

 
今年も、原敬記念館の主任学芸員 佐々木章行先生、学芸員 渡辺美知先生のお二人を講

師にお迎えして、「わんぱく原敬塾」が４～６年生の子供たちを対象に開催されました。 
 ４年生は７月８日（水）に原敬の少年時代について、５年生は９日（木）に原敬が総理大臣に

なるまでについて、６年生は１０日（金）に原敬の総理大臣としての働きについて学びました。 
9 日（木）に 5 年生に対して渡辺美知先生が行った授業の中で興味深い話がありました。原

敬は、政治だけではなくそれ以外の分野でも活躍した人だそうです。例えば、大阪毎日新聞の
社長に就任して新聞の売り上げを 3 倍に伸ばしたというエピソードがありました。渡辺先生が
「どのようにして売り上げを伸ばしたと思いますか。」と子供たちに問いかけた時、すかさず「売り
つけた！」と答えた子供がいて面白かったです。実際は、「ルビをふって読みやすくした」「海外の
記事を載せた」「大相撲の人気投票を行った」など、当時の新聞社がやっていなかったような工
夫をしていたそうです。政治の世界だけではなく活躍した原敬の意外な一面を知ることができま
した。 

このように、３年間をかけて郷土の先人・原敬について学ぶことを通して、普段の生活や活動
に「宝積」の心を生かしよりよく生きていこうとする心を育むことねらいとして行っています。本宮
小学校の特徴的な取組として、これからも継続していきたいと思います。 

校長室の窓から 
（子供から言って欲しい言葉） 
 子供から言って欲しい言葉というと、どんな言葉を思い

浮かべるでしょうか。私は、「ありがとう」と「ごめんなさ

い」だと思っています。ただし、この２つの言葉を比べたと

きに、「ごめんなさい」の方がはるかに難しいと感じます。 

 少し前の話になりますが、５月２３日(土)に行われた大

運動会の時の出来事です。来賓用テントで子供たちの様

子を見ていると、すぐ後に座っていた方から「校長先生、ち

ょっといいですか？」と話しかけられました。民生委員の千

葉香代子さんでした。数日前にこんなことがあったと教え

てくれました。 

 自宅近くの小屋敷児童公園でサッカーをしていた高学

年の男子が千葉さんの家を訪ねてきて、「自分たちが蹴

ったボールが千葉さんの自宅に停めてあった車に当たっ

てしまった。ごめんなさい。」と謝りに来たそうです。千葉さ

んから「正直に謝りに来てくれたことがとても嬉しかった。

よい話として先生方に伝えてほしい。」と言っていただきま

した。 

 正直に謝りに行くことが、どれだけ勇気のいることだった

か・・・自分から「ごめんなさい。」が言える子供にしていき

たいと思います。 


